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介護度別入所申込者の待機場所ごとの人数
（令和２年５月集計）

（単位：人）

　
令
和
２
年
５
月
入
所
判
定
委
員
会
時
の
要
介
護
３

以
上
の
入
所
希
望
者
数
は
、
大
北
全
体
で
３
４
７
人

で
す
。
待
機
場
所
の
割
合
は
在
宅
45
％
、
施
設
等

55
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
入
所
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

８月からの新しい負担割合証をお送りします

特別養護老人ホーム入所希望者は347人
令和２年５月    特別養護老人ホーム入所判定委員会時

介護従事者へ感謝を込めて
医療介護従事者応援キャンペーン実行委員会

　新型コロナウィルス感染症が拡大する中で、大北歯科
医師会の呼びかけで発足した医療介護従事者応援キャン
ペーン実行委員会より、5 月 7 日に大北地域の介護福祉
施設等に「フェイスガード」が寄贈されました。
　ボランティアを募って制作したフェイスガードには、
感染予防をしながら利用者に必要なサービス提供をして
いる介護従事者への心のこもったメッセージも添えられ、受け取った介護サービス事業所からは、
「気持ちが本当にありがたい。」などの声が寄せられました。　　　  （５月７日大町市役所　庁議室にて）

介
護
保
険
の
認
定
を
お
持
ち
の
方
、

総
合
事
業
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
に

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
に
よ
り
負
担
割
合
を
判
定
し
て

い
ま
す
。
適
用
期
間
は
、
８
月
１
日
か
ら
翌
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は
、「
介
護
保

険
被
保
険
者
証
」
と
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

負担割合と期間が

記載されています。

お問い合わせは北アルプス広域連合又は市町村の介護保険担当へ
北アルプス広域連合　介護保険係　０２６１-２２-７１９６

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」



高
齢
者
等
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
高
齢
者
等
実
態
調
査
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
３
年
間
の
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
心
身
状
況
や
今
後
の
要

望
等
を
把
握
す
る
た
め
に
、
令
和
元
年

12
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
対
象
は
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て

い
る
要
介
護
（
支
援
）
認
定
者
全
員
と
、

元
気
な
高
齢
者
の
合
計
２
，
４
８
６
人

で
、
そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
と
お
り
、
ご
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

独居や高齢者のみの世帯が増加
　要介護等認定者の中で、独居の方の割合は、前回調査時の16.7％
（356人）から17.9％（343人）に増えました。また、ほとんどの市町村で、
一人暮らし世帯、高齢者のみ世帯とも増加傾向であることがうかがえます。

急病時に頼れる親族がいない方が増加
　手助けが必要な時に「かけつけてくれる親族がいない」と回答した方【グラフ２】は、

緊急時に駆けつけてくれる
親族がいない世帯の内訳

緊急時などでかけつけてくれる
親族（７期計画時との比較）

在宅における要介護（要支援）認定者の世帯状況

２
グラフ

３
グラフ

してほしい支援（認定者）４グラフ できる支援（元気高齢者）５グラフ

地域の人にしてほしい支援（要介護等認定者）・できる支援（元気高齢者）複数回答

地域の人にしてほしい支援は外出関連、掃除などの生活支援が多い
　要介護等認定者の方が地域の人に望む支援は、「緊急時や災害時の手助け」のほか、「外出時の移動」、「買
い物」、「通院の付き添い」などの外出への支援が多く望まれています。【グラフ４】また、「雪かき」の支
援についても希望が多くあがっています。
　一方、元気高齢者の方が地域の人にできる支援としても、同様の回答が得られています。【グラフ５】

自宅で暮らし続けるために望む支援６グラフ 複数回答

自宅で暮らし続けるために望む支援は、必要時に医療や介護サービスを受けられること
　要介護等認定者の方のうち、自宅での生活を希望する方は66％を占めています。自宅で暮らし続け
るために望む支援の多くは、必要な時に医療や介護サービスを受けられることです。
　これらの調査結果等をもとに、今後必要になるサービス等を検討し、第8期計画を作成します。

緊急時など、必要なときにショート
ステイや宿泊サービスが利用できる
こと

自宅に医師が訪問して診療してくれ
ること

デイサービスなどの通所サービスを
必要なときに利用できること

要介護度によって決められている金
額を気にせずに、必要な分だけ介護
保険サービスを受けられること

通院などの際、送迎サービスを受け
られること

介護をしてくれる家族がいること

外出の際の移動手段
財産やお金の管理

買い物
ごみ出し

庭の手入れ・草取り
掃除・洗濯・炊事

家の中の作業（家具の移動、電球の取替等）

ペットの世話
通院などの付き添い

急病など緊急時の手助け
災害時の手助け

安否確認等の定期的な声かけ・見守り
雪かき
その他
特にない
無回答
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1163
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853
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スを受けられること

配食サービスが受けら
れること

緊急時などに必要な見
守りを受けられること

自宅を改修するための
資金提供を受けられる
こと

その他
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その他親族
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1117
1025
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319

近くに住む
親族はいない

第７期

第８期

一人暮らし
21.0%

夫婦
２人暮らし

26.0%

息子・娘との
２世帯 48.3%

その他 4.1%

無回答 0.6%

第７期第６期 第８期

前回調査時11.8％（304人）から13.3％（319人）に増え、少子高齢化に伴う高齢
者世帯の核家族化が進んでいることとがうかがえます。
　また、緊急時にかけつけてくれる親族がいない世帯【グラフ３】は、一人暮らし
と夫婦二人暮らしの割合が多いことがわかります。
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地域の人にしてほしい支援は外出関連、掃除などの生活支援が多い
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援についても希望が多くあがっています。
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新型コロナウイルス感染症の影響により介護保険料の納付が困難な方へ

介護保険料の減免について
　第一号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料について、新型コロナウイルス感染症の影
響により、世帯の生計中心者の収入が著しく減少することが見込まれる場合に、申請により
保険料が減額または免除されることがあります。

　

（ア）  新型コロナウイルス感染症により、世帯の生計中心者が亡くなった、または重篤な傷病
を負った方

（イ）  新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の生計中心者の事業収入等（事業収入、
不動産収入、山林収入または給与収入）の減少が見込まれる方のうち、次の①と②に該当
される方
① 事業収入等の見込みの減少額が、前年のその事業収入等の金額の10分の３以上で
あること。

② 減少が見込まれる事業収入等以外の前年の所得金額の合計額が400万円以下であること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成31年度分、令和２年度分の介護保険料のうち、令和２年２月１日から令和３年３月31日まで
の間に納期限（年金からの天引き納付の場合は年金支払日）があるもの

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　以下の書類を北アルプス広域連合、またはお住まいの市町村の介護保険担当窓口へ提出してください。
●介護保険料　徴収猶予・減免　申請書
  （上記の窓口でお渡しするか、北アルプス広域連合のホームページからダウンロードできます）
●次の表に記載の添付書類

減免の対象となる方

減免の対象となる介護保険料

減免の申請方法

　令和元年の所得及び令和２年度の市町村民税課税状況が確定したことにより、65歳以上の
方の、令和２年度の介護保険料額が決定いたしました。決定した内容（納入月や金額）について、
下の表のとおり納付方法別（普通徴収・特別徴収）に通知をお送りいたしますので、ご確認く
ださい。
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必ず普通徴収となりますので、この期間は、毎月お送りする納付書で
の納付または口座振替（毎月末の口座引き落とし納付）により納付して
ください。
　その後、特別徴収に変わる際には、あらためてご通知いたします。

年金が年額18万円以上受給されている方の介護保険料は、原則、年金から
天引き（特別徴収）されますが、次のような方は年金からの天引きになりません。

（1）65歳になったばかりの方
（2）他の市区町村から転入されたばかりの方
（3）年金を担保に借り入れをしている方
（4）所得の更正により介護保険料の所得段階が下がった方

令和２年度介護保険料額の決定について

口座振替の登録を
すると納め忘れが
なくて安心ね !

普　通　徴　収 特　別　徴　収
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６７

介護保険負担限度額認定申請について
　短期入所（生活・療養）サービスと介護保険施設サービス（特別養護老人ホーム・介
護老人保健施設・療養型医療施設・介護医療院）を利用される際に、食費・居住費などが
軽減される「負担限度額認定」が７月末で更新となります。
　引き続きサービスをご利用になる方は、忘れずに更新の申請をしてください。申請に
ついては、施設の担当者・ケアマネジャー等にご相談ください。

 1. 負担軽減の認定要件 
●同一世帯の全員が市町村民税非課税

●配偶者（別世帯の配偶者も含む）が市町村民税非課税

●預貯金等※の額が　配偶者がいる方　：合計 2,000 万円以内
　　　　　　　　　　配偶者がいない方：　　 1,000 万円以内
※預貯金、有価証券（株式・国債など）、金・銀など、投資信託、タンス預金（現金）となります。

　2. 申請に必要なもの　
●介護保険負担限度額認定申請書、同意書

●預貯金等の通帳などの写し

①預貯金等の通帳は、銀行名・口座番号・名義人等が記載してあるページとおお
むね直近２か月分のページの写しを提出してください。

②配偶者がいる場合は、ご夫婦それぞれの通帳等の写しが必要です。

　　3. 提出について　　
●提出先：北アルプス広域連合介護福祉課または市町村介護保険担当窓口
書類については個人情報を含みますので、封筒に入れ、必ずのり付けなどして郵
送するか、窓口への提出等により申請してください。

　適用日は、申請を受け付けた日※の属する月の１日からです。

例：８月３１日に申請受理した場合は８月１日から適用、９月１日に申請受
理した場合は９月 1日から適用となります。

※郵送での申請の場合、投函日ではなく北アルプス広域連合介護福祉課に到着した
日が受付日となりますので、郵送が月末近くになる際はご注意ください。

適用日（軽減が適用される日）についての注意事項

在宅医療と介護の連携について
　北アルプス広域連合では、医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、在宅医療と介護サー
ビスを一体的に提供するために、連携した提供体制の構築を推進しています。
　今回は、この取り組みの中から、「人生会議」について紹介します。

　もしもの時に備えて、『自分の思い』を伝えていますか？
　大切な人のもしもの時に、預かった『思い』を伝えることができますか？
　“家族会議”や“お茶会”の時に『生き方』や『逝き方』、自分の希望や思いについて、
気軽に話し、書き留めることから始めてみましょう。
　少しずつ、家族や大切な人に思いや希望を伝える“人生会議”に広げていくとよいと
おもいます。

＊『書きとめる』ことは、リビング・ウィル＝リビング（生きる）、ウィル（意思）につながります。

人 生 会 議
（ACP: アドバンス・ケア・プランニング）

自分の病気や健康について
知り ましょう

大切にしたいもの
希望や思いについて
考え ましょう

考えたことや
話し合ったことを
書きとめ ましょう

家族や信頼できる人と
希望や思いを

話し合い ましょう

思いを伝えてくれる人を
選び ましょう

話し合い

選び

知り

考え

書きとめ

　もしもの時に備えて、あなたの大切にしている
ことや望み、どのような医療やケアを望んでいる
かについて、自分自身で考えたり、あなたの信頼
する人たちや主治医と話し合ったりすることを
「人生会議 － これからの治療やケアに関する話し
合い」といいます。〔“アドバンス・ケア・プラン
ニング（ACP）”ともいいます。〕
　これらの話し合いは、もしもの時にあなたの信

頼する人があなたの代わりに治療やケアについて
難しい決断をする場合に重要な助けとなります。
　もしかしたら、あなたにはこのような話し合い
は必要ないかもしれません。
　でも話し合いをして書きとめておけば、あなた
が自分自身の気持ちを話せなくなった時には、ご
家族や友人に心の声を伝えることができるかけが
えのないものになります。

“人生会議”とは
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８月からの新しい負担割合証をお送りします

特別養護老人ホーム入所希望者は347人
令和２年５月    特別養護老人ホーム入所判定委員会時

介護従事者へ感謝を込めて
医療介護従事者応援キャンペーン実行委員会

　新型コロナウィルス感染症が拡大する中で、大北歯科
医師会の呼びかけで発足した医療介護従事者応援キャン
ペーン実行委員会より、5 月 7 日に大北地域の介護福祉
施設等に「フェイスガード」が寄贈されました。
　ボランティアを募って制作したフェイスガードには、
感染予防をしながら利用者に必要なサービス提供をして
いる介護従事者への心のこもったメッセージも添えられ、受け取った介護サービス事業所からは、
「気持ちが本当にありがたい。」などの声が寄せられました。　　　  （５月７日大町市役所　庁議室にて）
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負担割合と期間が

記載されています。

お問い合わせは北アルプス広域連合又は市町村の介護保険担当へ
北アルプス広域連合　介護保険係　０２６１-２２-７１９６
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